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例えばArakawa and Kitoh (2004)は、降水量は
広い海域で SST変動にラグを持って追従するが、
このラグが NCEP1 再解析では再現されていな






























































これらの実験の降水量と SST は 6 時間値
（phy2m_6hr）から日別値を作成して使用した。




(Huffman et al, 2001) の日別値を、観測の SST
として TMI の SST (TMI-SST, Wentz, et al, 
2015) の 3日値を用いた。 
季節内変動の時間スケールを評価対象とする
ため、先行研究の Saha et al （2010）に従い、
降水量、SST とも 2.5 度格子へ空間内挿したの
ち、20-100 日のバンドパスフィルターをかけた
日別値を作成し、これを統計解析に用いた。統計



















係を示している。この領域は Saha et al (2010) 
が示したものと同じ領域である。”観測”はGPCP
降水量とTMI-SSTの相関関係を示し、”JRA-55”






















































































































































図 1 季節内変動の時間スケールの降水量-SST相関係数分布 
左：観測（TMI-SST と GPCP降水量）のラグ相関係数分布 右：結合同化システムの SSTと降水量のラグ相関係数分布 
上から、ある日の降水量と 15日先行する SSTとのラグ相関関係、10日先行する SST、5日先行する SSTとのラグ相関関
係、同時相関関係、ある日の降水量と 5日後の SSTとのラグ相関関係、10日後、15日後の SSTとのラグ相関関係。カラ







OBS: GPCP降水量と TMI-SST 
JRA-55: JRA-55の降水量と COBE-SST 
CDA;結合同化実験の降水と SST 
UCPL:非結合同化実験の降水と SST(COBESST) 
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